
国際医学雑誌編集者委員会（International Committee of Medical Journal Editors : ICMJE）が発表して
いる投稿のためのガイドラインである Uniform Requirements for Manuscripts Submitted to Biomedical
Journals（URM）には、１９８４年の改定から duplicate publicationに関する言及があり、すでに発表され
た研究内容について投稿する場合は編集委員会の承認を得ることが必要であると定められている。国
内外の学会・編集委員会においても duplicate publicationの扱いに関心が払われるようになってきたが、
統一された規定は存在しない。日本東洋医学会 EBM特別委員会では、漢方製剤のランダム化比較試
験（RCT）報告を『漢方治療エビデンスレポート』として公表しているが、ここに収載されている RCT
論文／報告における duplicate publicationはどうなっているだろうか？
『漢方治療エビデンスレポート』に収載されている漢方製剤に関する１９８６年以降の RCTの論文／

報告を対象とした。それらの中に duplicate publicationと判断されるものはあるか、もしあればどのよ
うな形式で duplicate publicationがなされているのかを分析した。論文／報告数は４０５編であった。な
お、『漢方治療エビデンスレポート』に収載されている RCT論文／報告には、Cochrane Central Regis-
ter of Controlled Trialsと医学中央雑誌Webから検索されたもの（２００８年７月９日）と日本漢方生薬製
剤協会から提供を受けたものが含まれている。

RCTとしては３３０件であったが、これらのうち５５件に関して「重複」発表があった。すなわち、５５
件に対して計１３０編の論文／報告が発表されていた。その内訳は、「原著論文」：３９編、学会や研究会
での講演を文章化したもの：３５編、二次文献：３２編、広告・記事：７編、年報など：３編であった。
ここで「原著論文」とは、要旨、方法、結果、考察、引用などの項目からなる形式をもち、「学会や
研究会の講演に基づき文章化したもの」や二次文献ではないものとし、レフェリーの有無、雑誌の種
類は問わなかった。５５件中「原著論文」がある研究は３９件であり、そのうち「原著論文」が２編ある
ものは１４件であった。１４件に関するそれぞれ２編の「原著論文」で後に発行されたものの内訳は、ほ
ぼ同じ内容と判断できるもの：４編（うち２編は別言語）、症例追加などだが前報を引用していない
もの：６編、症例追加などで前報を引用しているもの：４編であった。
漢方製剤に関する RCT論文／報告の中に、duplicate publicationと判断されるものが存在すること

が明らかとなった。既発表内容を編集委員会の了解を得ずに投稿することは不正行為とされており、
不正に投稿・公表された duplicate publicationが掲載誌から撤回となった例もある。医学中央雑誌Web
では２００８年８月から「撤回論文」という表示の記載が開始されたが、duplicate publicationのために撤
回となった論文もこの表示の対象となる。また、インターネット上には、duplicate publication防止の
ために、MEDLINEの抄録から論文間の類似性をテキスト分析して duplicate publicationの可能性のあ
る論文を一覧するシステムである deja vuも公開されている（http : //spore.swmed.edu/dejavu/）。国内外
において出版倫理への関心が高まっており、研究成果の発表の際には duplicate publicationについて配
慮する必要がある。漢方製剤の RCT報告に関する関係者は著者（研究者）、雑誌編集者、企業担当者
などと多岐にわたるため、これら関係者に注意を促すとともに、また報告が掲載される各雑誌の投稿
規程に duplicate publicationに関する記載を加えることも求められるであろう。
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• National Library of Medicine NLM : 
“an article that substantially duplicates another article without

acknowledgement by assigning both articles”
(http://www.nlm.nih.gov/pubs/factsheets/errata.html#duplicate)

• International Committee of Medical Journal Editors 
(ICMJE: )

Uniform Requirements for Manuscripts Submitted to Biomedical Journals 
(URM)

( )
1982

“Prior and duplicate publication: a paper on work that has already been 
reported in a published paper or is described in a paper submitted or accepted 
for publication anywhere.”

2008 10
“Redundant (or duplicate) publication is publication of a paper that overlaps 
substantially with one already published in print or electronic media.”
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. . 1997; 44(59): 139-44.

Publish or Perish
“ ”

. . : ; 2007.
4
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• duplicate publication
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• Integrity of Science
•

Kim SY, Hahm CK, Bae CW, Cho HM. Duplicate Publications in Korean Medical 
Journals Indexed in KoreaMed. J Korean Med Sci 2008; 23(1): 131-3.

Jones AH,  McLellan F, editors. Ethical Issues in Biomedical Publication.
Baltimore: Johns Hopkins University Press; 2000. 374p.
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Uniform Requirements for Manuscripts Submitted 
to Biomedical Journals URM

International Committee of Medical Journal Editors: ICMJE
(Updated October 2008)

III. D.  Overlapping Publications

1. Duplicate Submission
2. Redundant Publication
3.

Acceptable Secondary  Publication
4.

Competing Manuscripts based on the Same Study
5.

Competing Manuscripts based on the Same Database

http://www.icmje.org/ 6
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. : ; 2008. 
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9 10Hypertension Research 2008; 31(4) 
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(EKAT 2009) 
/ “duplicate publication”

82 *421 study    2 papers
2791 study    3 papers
411 study    4 papers
511 study    5 papers

11853

study paper
/ study53
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13 study   6“quasi - original ”
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• / study53 9 17%
/ duplicate publication
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duplicate publication
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